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韓
国
に
お
け
る
広
域
論
の
発

展
は
、一
九
五
〇
年
代
末
か
ら

始
ま
っ
た
。当
時
、韓
国
の
学
術

界
で
は
、東
亜
・
東
方
・
亜
細
亜

と
い
っ
た
用
語
が
使
用
さ
れ
、

韓
国
を
世
界
の
中
で
ど
の
よ
う

に
位
置
付
け
る
か
が
重
要
な
課

題
と
な
っ
て
い
た
。特
に
朝
鮮

戦
争
の
影
響
で
、韓
国
は
国
際

的
な
視
点
を
持
つ
必
要
性
に
迫
ら
れ
た
。一
九
六
五
年
に
ア
メ
リ
カ
で
開

催
さ
れ
た
朝
貢
制
度
に
関
す
る
国
際
会
議
で
は
、中
国
中
心
の
歴
史
観
に

対
す
る
批
判
が
進
ん
だ
こ
と
か
ら
、韓
国
で
は
独
自
の
広
域
世
界
に
対
す

る
研
究
が
進
ん
だ
。

一
九
九
〇
年
代
以
降
、冷
戦
の
終
結
に
伴
い
、東
ア
ジ
ア
と
い
う
用
語

が
頻
繁
に
登
場
す
る
よ
う
に
な
り
、歴
史
認
識
論
争
が
活
発
化
し
た
。韓

国
で
は
新
羅
や
渤
海
な
ど
の
地
域
を
含
む
広
域
空
間
の
議
論
が
進
み
、東

部
ユ
ー
ラ
シ
ア
と
い
う
新
た
な
地
域
設
定
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。こ
れ
は
、中
国
中
心
の
歴
史
観
か
ら
脱
却
し
、多
元
的
な
国
際
関
係
を

描
く
試
み
を
行
な
っ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。こ
の
よ
う
に
、韓
国
の

広
域
論
は
、歴
史
的
背
景
と
現
代
の
課
題
を
結
び
つ
け
る
形
で
進
化
し
て

き
た
の
で
あ
る
。

一
方
、東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
空
間
に
お
け
る
広
域
論
は
、現
代
の
課
題
を
過
去

に
投
影
す
る
性
格
を
持
ち
、古
代
の
歴
史
像
が
捨
象
さ
れ
る
問
題
を
含
む
。

新
羅
の
真
興
王
巡
狩
碑
は
、真
興
王
が
領
土
拡
張
と
権
威
を
示
す
た
め

に
立
て
た
石
碑
で
、北
漢
山
、黄
草
嶺
、磨
雲
嶺
、昌
寧
の
四
つ
が
知
ら
れ

て
い
る
。こ
れ
ら
の
石
碑
は
、新
羅
の
内
政
整
備
や
国
史
編
纂
と
密
接
に

関
連
し
て
お
り
、高
句
麗
の
影
響
を
受
け
た
新
羅
の
自
尊
意
識
の
形
成
に

寄
与
し
た
。特
に
北
漢
山
の
石
碑
は
、新
羅
が
漢
江
流
域
を
掌
握
し
、東
ア

ジ
ア
へ
の
通
路
を
開
い
た
象
徴
的
遺
物
と
さ
れ
て
い
る
。王
の
権
威
や
歴

史
的
記
憶
を
伝
え
る
重
要
な
遺
物
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
き
た
の
で

あ
る
。し
か
し
、近
代
の
分
析
で
は
そ
の
伝
承
や
逸
話
が
排
除
さ
れ
、石
碑

の
古
代
的
な
意
義
の
み
が
強
調
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

歴
史
を
読
み
解
く
際
に
は
、現
代
の
問
題
と
向
き
合
う
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。ク
ロ
ー
チ
ェ
の
「
す
べ
て
の
歴
史
は
現
代
史
で
あ
る
」と
い
う
言

葉
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、古
代
だ
け
で
な
く
現
代
の
問
題
意
識
を
持
ち
、

研
究
対
象
か
ら
外
れ
る
も
の
を
再
検
討
す
る
姿
勢
が
重
要
で
あ
る
。こ
の

姿
勢
を
基
に
広
域
空
間
や
記
憶
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
で
、よ
り
豊
か

な
歴
史
像
を
描
き
う
る
可
能
性
が
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
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古
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憶

●
青
山
学
院
大
学
を
卒
業
後
、
東
京
大
学
と
ソ
ウ
ル
大
学
校
で
学
ぶ
。
ソ
ウ
ル
大
学
校
に
て
博
士
号
を
取
得
。
啓
明
大
学
校

招
聘
助
教
授
を
経
て
、
現
職
。
新
羅
・
渤
海
と
唐
と
の
関
係
を
中
心
に
、
古
代
東
ア
ジ
ア
史
や
記
憶
史
に
関
心
を
寄
せ
研
究

を
進
め
る
。
お
も
な
業
績
に
「
韓
国
古
代
史
研
究
に
お
け
る
東
ア
ジ
ア
論
と
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
」（『
中
央
史
論
』
五
八
、
ソ

ウ
ル
、
二
〇
二
三
）
な
ど
が
あ
る
。
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二
〇
二
〇
年
六
月
、韓
国
で

「
歴
史
文
化
圏
整
備
な
ど
に
関

す
る
特
別
法
」が
制
定
さ
れ
、高

句
麗
、百
済
、新
羅
、伽
耶
、馬
韓
、

耽
羅
の
六
つ
の
歴
史
文
化
圏
が

設
定
さ
れ
た
。二
〇
二
二
年
に

は
中
原
と
濊
貊
、二
〇
二
三
年

に
後
百
済
が
追
加
さ
れ
、計
九

つ
に
な
っ
た
。高
句
麗
、百
済
、

新
羅
は
過
去
の
国
名
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

を
強
調
し
て
い
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
。「
小
さ
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」を

も
連
想
さ
せ
る
が
、実
際
に
は
現
代
の
意
図
や
必
要
性
に
基
づ
い
て
設
定

さ
れ
て
お
り
、政
体
や
種
族
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。

伽
耶
や
馬
韓
は
特
定
の
国
家
で
は
な
く
、文
化
的
に
類
似
す
る
地
域
を

指
し
、そ
の
範
囲
は
拡
大
さ
れ
て
い
る
。濊
貊
も
国
名
で
は
な
く
、江
原
道

の
歴
史
文
化
圏
と
し
て
選
ば
れ
た
が
、実
態
は
不
明
確
で
あ
る
。こ
れ
ら
の

地
域
は
「
接
境
空
間
」と
し
て
、特
定
の
国
名
を
持
た
な
い
「
中
原
歴
史
文

化
圏
」と
し
て
表
現
さ
れ
る
。

メ
ア
リ
ー
・
ル
ー
ズ
プ
ラ
ッ
ト
の
「
接
境
空
間
」概
念
は
、異
な
る
文
化

や
勢
力
が
交
わ
る
場
所
を
指
し
、忠
州
高
句
麗
碑
を
通
じ
て
そ
の
特
性
が

検
討
さ
れ
て
い
る
。忠
州
の
歴
史
は
高
句
麗
、新
羅
、百
済
の
影
響
で
複
雑

に
変
遷
し
て
き
た
。高
句
麗
の
忠
州
占
領
時
期
は
不
明
確
で
、碑
文
は
進
出

を
示
す
が
、領
域
化
の
証
拠
は
曖
昧
で
あ
る
。五
世
紀
に
は
嶺
南
北
部
の
首

長
勢
力
が
高
句
麗
に
服
属
し
た
が
、新
羅
の
領
域
化
も
未
完
成
だ
っ
た
可

能
性
が
あ
る
。最
近
の
発
掘
調
査
で
百
済
の
土
器
が
見
つ
か
り
、五
世
紀
前

半
に
百
済
が
忠
州
を
管
理
し
て
い
た
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る
が
、忠
州
が

百
済
の
地
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。忠
州
地
域
の
原
勢
力
の
詳
細
は

依
然
と
し
て
謎
で
あ
る
。

〈
忠
州
高
句
麗
碑
〉や
〈
広
開
土
王
碑
〉で
は
、忠
州
周
辺
の
住
民
を
「
諸

夷
」や
「
新
来
韓
穢
」と
呼
ん
で
い
る
が
、こ
れ
が
住
民
の
自
己
認
識
を
示

す
わ
け
で
は
な
い
。『
三
国
史
記
』で
は
「
靺
鞨
」が
彼
ら
を
指
す
可
能
性
が

あ
る
が
、単
一
の
集
団
で
は
な
い
。韓
半
島
中
部
以
南
の
馬
韓
、辰
韓
、弁
韓

の
具
体
的
な
位
置
や
範
囲
も
特
定
困
難
で
、『
三
国
志
』に
記
載
さ
れ
て
い

な
い
国
々
の
存
在
も
考
慮
が
必
要
で
あ
る
。歴
史
は
中
国
や
高
句
麗
、新

羅
、百
済
、日
本
に
よ
っ
て
掌
握
さ
れ
て
い
っ
た
過
程
で
あ
り
、過
去
の
名

前
を
無
理
に
復
元
す
る
こ
と
や
物
質
資
料
を
無
理
に
結
び
つ
け
る
こ
と

は
危
険
で
あ
る
。 中

央
大
学
校
歴
史
学
科
副
教
授
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報
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：
古
代
朝
鮮
半
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ン
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●
韓
国
古
代
の
歴
史
お
よ
び
東
ア
ジ
ア
文
化
交
流
史
を
専
門
と
す
る
。
近
年
の
研
究
の
関
心
は
、
木
簡
や
石
碑
な
ど
の
文
字

資
料
を
活
用
し
た
古
代
朝
鮮
半
島
の
生
活
の
再
構
成
に
あ
る
。
お
も
な
業
績
に
「
七
世
紀
中
・
後
半
東
北
ア
ジ
ア
の
戦
争
を

ど
の
よ
う
に
名
付
け
る
か
」（『
歴
史
批
評
』
一
二
六
、
ソ
ウ
ル
、 

二
〇
一
九
） 

、「
永
楽
七
年
判
読
に
基
づ
く
〈
忠
州
高
句
麗

碑
〉
の
内
容
の
検
討
と
忠
州
地
域
の
接
境
性
」（『
木
簡
と
文
字
』
二
七
、
ソ
ウ
ル
、
二
〇
二
一
）
な
ど
が
あ
る
。
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